
－      －16

ライケン　第 24 巻　第 1 号　（令和 8 年 6 月）

地衣類および地衣生菌の新和名Ⅳ
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Kento MIYAZAWA, Kensuke TADOME and Yoshihito OHMURA

　日本産の地衣類および地衣生菌の和名について，
本誌で継続して報告しているシリーズの一環とし
て，本報で以下のとおり属および種の和名を提唱し，
あわせて既存和名の整理を行った．

Badimia　ヨツハシゴケ属
Badimia polillensis (Vain.) Vězda　リュウキュウヨツハ
シゴケ（新称）
　日本ではこれまでヨツハシゴケ Badimia pallidula 

(Kremp.) Vězda が西表島から九州まで報告されてい
たが（Thor et al. 2000），日本産標本の再検討により，
琉球列島に分布する種は B. polillensis に該当するこ
とが示された（Miyazawa & Ohmura 2026）．和名は
本種が琉球列島に分布することに基づく．

Byssoloma　ワタヘリゴケ属 
Byssoloma brunneodiscum W.C. Wang & J.C. Wei
コゲチャワタヘリゴケ（新称）
　ウスチャワタヘリゴケ Byssoloma annuum (Vain.) G. 

Thor, Lücking & Tat. Matsumoto に近縁で，子器の盤
がより濃い褐色を呈することで区別される（Miyazawa 

& Ohmura 2026）．和名はこの特徴に基づく．
Byssoloma melanodiscocarpum W.C. Wang & J.C. 

Wei　リュウキュウワタヘリゴケ（和名適用変更）
　Miyazawa & Ohmura (2026) に よ り， リ ュ ウ
キ ュ ウ ワ タ ヘ リ ゴ ケ Byssoloma discordans var. 

f lavescens G. Thor, Lücking & Tat. Matsumoto は B. 

melanodiscocarpum のシノニムとされた．したがって，
本和名は B. melanodiscocarpum に適用する．

GYALECTIDIUM　クボミサラゴケ属
Gyalectidium imperfectum Vězda　ニセクボミサ

ラゴケ（新称）
　クボミサラゴケ Gyalectidium filicinum Müll. Arg. に
類似し，子器の形態のみでは区別が困難であるが，
G. imperfectum は栄養繁殖器官であるハイフォフォ
アがシミ状となることで識別できる（Miyazawa & 

Ohmura 2026）．本和名は，クボミサラゴケに似てい
ることに基づく．

HEMIGRAPHA　ヘミグラファ属
Hemigrapha strigulae Matzer　アオバゴケヤドリ

（新称）
　Miyazawa & Ohmura (2026) により，アオバゴケ属
の一種の地衣生菌として日本より報告された．和名
はアオバゴケを宿主とすることに基づく．

ILLOSPORIUM　アカツブチイヤドリ属 （新称）
Illosporium carneum Fr. アカツブチイヤドリ（新称） 

　Tadome & Ohmura (2021) により，日本産地衣生菌
として報告された．和名は赤い顆粒状の分生子座に
基づく．本種は，長期的な観察により，同個体から
発 生 し た Pronectria robergei (Mont. & Desm.) Lowen

の無性世代と長らく考えられてきた．しかし，近年
行われた分子系統解析によって，同科ではあるも
のの種は一致しないことが支持されたことから，I. 

carneum は有効な学名となっている．一方で，本属
の標本のなかにはヤドリアカツブタケ属 Pronectria 

との関連性を否定できないものもあるため，分類学
的再検討が必要とされている（Ertz et al. 2024）．

LEPROCAULON　ロクショウコナチイ属（新称）
　本属の和名に関する問題点は大村ほか (2025) に詳
しく述べた通り，かつてのヒメキゴケ属の名称はヒメキ
ゴケ Leprocaulon arbuscula (Nyl.) Nyl. および 関 連 種
がレプラゴケ属 Leraria に移されたことから，暫定的に
レプロカウロン属と学名のカタカナ読みにとどめていた．
Ohmura et al. (2026) において，本属に所属するロク
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ショウコナチイ Leprocaulon nicholsiae Lendemer & E. 

Tripp とニセロクショウコナチイ Leprocaulon adhaerens 

(K. Knudsen, Elix & Lendemer) Lendemer & B.P. Hodk. 

が日本新産種として報告された．本属の和名につい
ては，レプラゴケ属と比べると青みがかった緑色の
地衣体をしていることに基づいて，ロクショウコナ
チイ属とすることを提案する．

PORINA　マルゴケ属
Porina perminuta Vain.　ツブヨウジョウマルゴケ

（新称）
　種小名 perminuta は「きわめて小さい」の意であ
ることから「ツブ」を用い，さらに本種が生葉上に
生育することから「ヨウジョウ」を付した． 

RACOPLACA　フチドリアオバゴケ属（新称）
　アオバゴケ属 Strigula は 6 属に細分する見解があ
る（Jiang et al. 2020）が，大村ほか（2023）では単
系統群であることから広義の Strigula s. lat. として
扱われていた．しかし，形態により属の識別が可能
であり，近年の研究では Racoplaca が独立属として
一般に用いられるようになってきている．そのた
め，本属に対して和名を提唱する．本属のタイプ種 

Strigula subtilissima (Fée) Müll. Arg. に与えられてい
る和名フチドリアオバゴケ（大村ほか 2023）に基づ
き，本属をフチドリアオバゴケ属とすることを提唱
する．

SQUAMULEA　ウロコダイダイゴケ属 
Squamulea loekoesiana (S.Y. Kondr. &Upreti) 

Arup, Søchting & Bungartz　コウロコダイダイゴケ 

(Ohmura 2016)（学名確定）
　本種は街なかで最も普通にみられるダイダイゴケ
類の一つであるが（大村 2016），Squamulea subsoluta 

(Nyl.) Arup, Søchting & Frödén および関連種との形態
的差異については形質がオーバーラップしている．
さらに， ITS単独による系統解析では本種の独立性が
十分に解決されていないことから，これまで日本産
種については，S. aff. subsoluta または S. cf. subsoluta

として扱ってきた．しかし，タイプロカリティーで
ある韓国産種との高い遺伝的相同性や Bungartz et al. 

(2020) での扱いを踏まえ， Ohmura et al. (2026) でも本

種を独立種として扱い，日本新産種として報告する
とともに和名を提唱した．

STRIGULA　アオバゴケ属（マンジュウゴケ属）
Strigula pseudosubtilissima S.H. Jiang, J.C. Wei 

& Lücking　ニセクロミアオバゴケ（和名適用変更）
　ニセクロミアオバゴケという和名は，これまで
Strigula nitidula Mont. に対して用いられてきた（大
村ほか 2023）．しかし，日本から S. nitidula として
報告されていた標本を再検討した結果，それらは S. 

pseudosubtilissima に該当することが明らかとなった
（Miyazawa & Ohmura 2026）．したがって，本和名は S. 

pseudosubtilissima に適用する．

Strigula smaragdula subsp. multiformis (J.J. Woo, 

Lücking & Hur) K. Miyaz. & Y. Ohmura　（和名保留）
　日本でアオバゴケ Strigula smaragdula Fr. とされ
てきたものの少なくとも一部が，本亜種に該当す
ることが示された（Miyazawa & Ohmura 2026）．た
だし，国内における S. smaragdula の基亜種 subsp. 

smaragdula の存在は否定されていないため，現時点
ではアオバゴケの和名を subsp. multiformis に限定し
て適用することは適切でない．本亜種の和名につい
ては，国内産「アオバゴケ」の分類学的実体をさら
に検討したうえで判断する必要がある．
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★★★★★　新　刊　紹　介　★★★★★

新刊紹介：『ジオガイド刑事の捜査日誌　九官鳥
　奥久慈篭岩変死体事件』（常陸 昇 著 , 自費出版 , 
2026 年）

（浅井土筆・土浦市）
　本書は常陸昇（吉武和治郎）氏著「ジオガイド刑
事の捜査日誌」シリーズの最新作である . 同シリー
ズは , 地衣類に魅せられて茨城へやってきた著者が ,
長年かけて県内各地を丹念に歩いてきた経験と知識
をもとに , 地域・自然情報と地衣類の紹介を読みや
すく小説形式にまとめたものだ .
　各巻はそれぞれ独立した内容となっており , いず
れも茨城県を舞台に , ジオガイドを目指すベテラン
刑事が行く先々で若い相棒に , 各地の地質や歴史・
文化・動植物などを案内する . 事件解決には地域固
有の植物や地衣類などが重要な役割を果たす .
　シリーズ三作目となる本書は初っ端から地衣類
づくしである . 遺体の爪に挟まった小片はアカサビ
ゴケとイワカラタチゴケ . 事件の背景にある悲しい
すれ違いを象徴するのはウチキアワビゴケ . 現場と
なる篭岩も , 岩場や地衣類好きにはたまらない場所
だ . サブタイトルを見た瞬間 , 断崖絶壁に付いたア
カサビゴケの姿が思い浮かび ,「うん , 人死ぬな」と
思わずニヤリとなった . 著者の吉武氏は実際に篭岩
近辺にて滑落した経験がおありで , その状況は小説
内で登場人物のエピソードとして語られている .
　また , 篭岩のある茨城県最北部の奥久慈エリアが

メインの舞台ではあるが , 捜査の進展に伴い太平洋
岸を北から南へ , 茨城の名所をテンポよく紹介して
いく展開はガイドツアーのようで爽快だ . 一作目と
比べると , 事件にまつわるドロドロした愛憎劇は控
え目で , 物語とガイドとのバランスが良い . 二作目
は筑波山の地理を詳細に把握しているとより楽しめ
たが , 本書は前述の通り , 県内の名所が多数紹介さ
れるので何も知らなくても読みやすいと思う . 茨城
県在住の方はもちろん , 山や自然が好きな方 , 旅先
で博物館や資料館・ネイチャセンター等へ立ち寄る


